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賢い医者のかかり方

～こうすればよりスムーズに～
医療法人社団有晃会 理事長 船本全信

みなさん、これまで色々な病気や検査で内科や整形外科、耳鼻科、眼科などに受診された経験があると思い
ます。その時、皆さんが気にしている症状や体調の変化をなかなかうまく先生に伝えられずに悶々としたこと
は無いでしょうか？知何に要領よく医者に自分の症状を理解してもらい、最良の医療を選択し、より最短で病
気をコントロール（そして治癒）できるようにするにはちょっとしたコツがあります。今回は、私が診療して
いる上で大切だと感じているポイントを少しお話してみたいと思います。
①初診の場合
初診時には、問診票の記入が必要ですが、この情報は治療・検査の方向性の決定や投薬の選択に大きな影響

を与えます。当院の問診票にならってコメントします。まず、受診されたきっかけとして、「いつごろその症状
なのか？」です。ここ数日の急性期の症状なのか？ 1週間以上たっての亜急性期なのか？またここ数か月以上続
く慢性的なものか？の時間的なコメントはとても大事です。「風邪様症状で受診です。Jと言っても、慢性的な
鼻炎症状は数か月前からあって、今回新たに急性期症状の熱・咳・疾が認められれば、それはベースの「鼻炎J
に加えて今回新たに「感官Jが入っているので、両方の治療をする方が望ましいことが多いです。そうしない
と、「熱は収まってしんどくなくなったのに、いつまで、たっても咳が取れない。Jといった後鼻漏（鼻汁が咽頭
から気管に向かつて垂れ込んでいく状態）による咳につながります。後鼻漏による咳の特徴は、端息のように
ヒューヒューゼーゼーと常時咳込むのではなく、臥床や会話途中・深吸気時等に「突発的にJ咳込んでしまう
のです。そしてオエッとなるまで咳込んだ後は案外普通に戻ります。今年の冬から春にかけて、そういった患
者さんが多かったように思います。こういった場合、抗生剤や去疾剤・鎮咳剤では効果がなく、鼻炎治療もし
っかりと行うことが肝要です。現在は、花粉・黄砂・ PM2. 5と色々なものが飛散していますので、どうし
ても鼻炎や噛息や肺気腫などの慢性肺疾患の悪化を来しやすく、いろいろな観点からアプローチしなければい
けません。そのため、問診票に書いている過去や現在の疾患、アレルギー疾患の有無のチェックが必要となり
ます。さらには、過去に薬・注射や検査薬での副作用はしっかりと記入しておかないと、誤って処方・服用し
てしまい大変な健康被害を来すこともありえます。他院にも通院中の方は、現在では多くの場合「お薬手帳」
をお持ちだと思いますが、これは常に携帯しておいてください。胃薬や鎮痛剤等の重複投与を防いだり、他院
処方中の薬から現在の病気を類推できますし、例えば歩行障害で受診された患者の原因が抗うつ薬の副作用だ、
ったことが判明し、中止することで、あっさり治癒しました。既往歴や家族歴も大切で、腹痛がある場合ガンの
既往があれば転移や再発等も考慮し、家族性に大腸癌が多ければ遺伝的に大腸癌をきたしやすい家系（家族性
ポリポーシス）なため大腸ファイパーをお勧めする必要性も出てきます。噌好についても、喫煙は肺癌（喫煙
本数×喫煙年数が400以上となればリスク大）・舌癌・咽頭癌・食道癌だけでなく脳梗塞や心筋梗塞のリスク
となる他、肺気腫・慢性気管支炎等から呼吸不全となり在宅酸素療法が必要となりえるため、禁煙療法をお勧
めします。またアルコールを良く飲まれる方で肝機能異常（アルコール性肝炎・脂肪肝）を来すことはありま
すが、最近NASH（非アルコーノレ性脂肪性肝炎）といって肝硬変や肝癌になる恐れのあるアルコールなし（ま
たは少量）で発症する肝炎も報告されており注意が必要です。予防接種の既往についても大切で、以前の麻疹
の流行や最近の風疹の流行のように、風邪だと思っていたらブツプツが出てきて…の場合には診断の手助けに
なります。
②再診の場合

治療が継続し症状が安定していても、定期的な受診の際には前回受診日以降に出た症状や質問事項を簡単に
メモ書きしておくと忘れなくていいですよね。その際に大切なのは、「いつ（消化器症状なら食事との関連）J「ど
こが」「どのように（痛みならズキズキ・チクチクとか）」「どれくらい（程度・持続時間）」などのポイントも
忘れずに残しておきましょう。一般的に注意しなければいけない症状は、「何かをすれば必ず（再現性）Jや「だ
んだん酷くなる（増悪傾向） Jといった特徴がある症状です。「そう言えば、～なこともあるJは「～でないこ
ともあるJと同義ですので余り心配する必要はないかと思います。また他院のお薬が変わったりした場合はす
ぐにご報告ください。逆もまた然りで、他院の主治医に対しては当院の薬含めて自分の内服薬を把握してもら
っておいてください。薬の相互作用については、新しく追加・変更する薬を処方する先生がチェックして処方
しなければいけませんので…。特に、今は花粉症のシーズンですが、アレルギー薬によって緑内障・前立腺肥
大の悪化など起こりうるので要注意です。また、胃カメラやCT・M RI等を他院で受けてもらう場合があり
ますが、その検査結果の説明を「その病院・医院で充分に」受けてきてくださいね。何かの病変を指摘された
場合は、病気の名前を聞き、それは放置でいいのか？経過観察は必要か？フォローするなら今度は何時？手術
必要ならどうすればいいのか？（その先生だ、ったら何処に紹介するのか？）といった具合に、その道のプロ（専
門医）に相談できるチャンスですので、しっかりとお話しを聞いて納得してきてください。

このように、様々な情報を共有することで皆さんの病気の状態や臨床経過をより決め細やかに認識できる為、
より良い治療ひいては皆さんの健康増進により貢献できるようになります。



4月の予定

エコー検査井上先生 1 3 （土）・ 20 （土）
三手 U与，＇弘」ξ 

~'l f均一、J品Jβ 右言

山本先生 6 （土）・ 27 （土） 毛＇L唱－ 

杉山先生 4 （木）・ 12 （金）・ 19 （金）

2 6 （金）

食事相談 宮本管理栄養士 1 5 （月）・ 22 （月）

5月の予定

エコー検査井上先生 2 （木）・ 9 （木）

山本先生 1 8 （土）

杉山先生 1 0 （金）・ 17 （金）・ 24 （金）
三＝芝、1左' 

3 1 （金）

食事相談 宮本管理栄養士 1 3 （月）・ 27 （月）

デイサーピ、スセンターふくろうです

P平成24年12月1日にオープンいたしましだP
デイサービスセンターふくろうの特徴は 1日の利用定員 18名の少

人数体制でアットホームなデイサービスです。温かいお食事、プライ

パシーに配慮した入浴等、ご利用者の個々のニーズ対応したケアを重

視しています。安心してご利用いただけるように元気で明るいスタッ

フがお手伝いいたします。

デイサービスがどんなところかよくわからない方、また、利用した

いが利用方法がわからない方等、お気軽にご連絡ください。体験利用、

見学も随時行っています。

【営業日時】月曜日～金曜日（ 1 0時～ 16時）

［受付時間］ 8時30分～ 17時30分

［電話番号］ 0798-49-7670 

［担 当】丸山、岩下

スタッフ一同お待ちしております。よろしくお願いいたします。

安保険証提示のお願い大
保険証が変更（負担割合変更も）にな

った場合は、変更後最初の受診時には、月

の変わり目に関係なく必ずご提示下さい。

また、月 1回の保険証提示にもご協力下さ

い。宜しくお願い致します。

マルチビタミンサプリメン卜

毎日の食事で不足しがちなビタミンやミネ

ラノレなどの栄養素の補給にいかがですか。

マルチビタミンサプリメ

ントの取り扱いを行ってお

ります。
ご興味のある方は、お気軽

にお問合せください。
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